2016年8月3－4日　安倍改造内閣　時事通信
任期中の改憲に意欲＝働き方改革、１６年度内に実行計画－第３次安倍再改造内閣発足


記念写真に納まる安倍晋三首相（前列中央）と閣僚ら＝３日午後、首相官邸
　第３次安倍再改造内閣は３日夕、皇居での認証式を経て発足した。これを受け、安倍晋三首相は首相官邸で記者会見し、憲法改正について「自分の任期中に果たしていきたいと考えるのは当然だ」と述べ、２０１８年９月までの自民党総裁任期中の実現に意欲を表明した。同時に「そう簡単なことではないのは事実だ。政治の現実において一歩一歩進んでいくことが求められている」と述べ、衆参両院の憲法審査会で具体的な改憲項目の絞り込みに着手することに期待を示した。
　先の参院選では与党など改憲に前向きな勢力で３分の２の議席を獲得した。首相は「憲法審査会の中で、所属政党にかかわらず、政局のことを考えず議論を深めてもらいたい」と述べ、秋の臨時国会からの改憲論議に向け与野党の協力を求めた。
　首相は会見で再改造内閣について、「未来チャレンジ内閣」と命名。「最優先課題は経済だ。未来への投資を大胆に行う１６年度第２次補正予算案を秋の臨時国会に提出する」と述べ、早期のデフレ脱却に努める考えを強調した。
　首相は１億総活躍社会の柱の一つである働き方改革に関し、関係閣僚や有識者で構成する「実現会議」を設置し、年度内に実行計画を策定する方針を表明。同一労働同一賃金の実現に向けたガイドラインについては「年内をめどに策定し、その後、早期に関連法案を提出する」と語った。
　給付型奨学金に関しては、「来年度予算編成で実現できるよう、具体的な検討を早急に進めてもらう」と述べた。
　一方、首相は総裁任期の延長について「全く考えていない」と述べるにとどめた。石破茂前地方創生担当相が閣外に出たことに関しては「今後も党にあって協力してもらえると確信している」と語った。
　再改造内閣では、麻生太郎副総理兼財務相（７５）や菅義偉官房長官（６７）、岸田文雄外相（５９）らを留任させ、政権の骨格を維持。加藤勝信１億総活躍担当相（６０）は働き方改革の担当相と拉致問題担当相を兼務した。
　石破前地方創生担当相の側近である山本有二元金融担当相（６４）が農林水産相として入閣。防衛相には女性で２人目となる稲田朋美氏（５７）、五輪担当相には丸川珠代前環境相（４５）を充てた。女性閣僚は改造前と同じ３人。
　初入閣は８人で、経済産業相には首相側近の世耕弘成氏（５３）が起用され、山本幸三地方創生担当相は行政改革担当相も兼務した。　（時事通信2016/08/03-21:41）
「働き方改革」を最重視＝安倍首相、改憲に本腰－内閣改造


記者会見する安倍晋三首相＝３日午後、首相官邸（代表撮影）
　安倍晋三首相は、新内閣が取り組む最重要の政策課題として、同一労働同一賃金の導入や長時間労働の是正など「働き方改革」を掲げた。また、先の参院選で憲法改正に前向きな勢力が国会発議に必要な３分の２以上の議席を占めたことを受け、悲願の改憲に向けた与野党の合意形成にも本腰を入れる。自民党総裁の任期が残り２年余りとなる中、政権のレガシー（政治的遺産）としたい考えだ。
　首相は３日の記者会見で、「最大のチャレンジは働き方改革だ」と宣言。「同一労働同一賃金を実現し、非正規という言葉をこの国から一掃する」と力を込めた。
　新設の「働き方改革担当相」は今後、正規・非正規雇用の賃金格差の解消や、時間外労働規制の見直しなどに着手する。だが、同一労働同一賃金は人件費の上昇につながる可能性があり、経済界を中心に懸念もくすぶる。経済最優先を掲げてきた首相は難しい判断を迫られる。
　自民、公明両党に、おおさか維新の会などを加えた「改憲勢力」は現在、衆参両院で３分の２以上の議席を確保している。首相は３日の会見で、改憲について「自分の任期中に果たしたいが、簡単ではない。一歩一歩進んでいくことが求められる」と強調。今秋の臨時国会から、衆参の憲法審査会で改憲論議の具体化を目指している。
　ただ、具体的な項目をめぐっては、改憲勢力の間でも意見の隔たりが大きい。公明党は９条改正を警戒し、慎重姿勢を強めている。野党には改憲自体への反対論も根強く、国会での改憲機運の醸成は容易でない。
　一方、天皇陛下による「生前退位」のご意向が表面化したことで、皇室典範改正の議論が急浮上。政府は、陛下が８日にも「お気持ち」を表明した後、検討作業を本格化させる方針だが、憲法との整合性などの観点から慎重論が根強い。世論の動向も踏まえ、丁寧な議論が求められそうだ。
　環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の国会承認は、通常国会で先送りされたため、臨時国会では優先課題の一つとなる。しかし、参院選では農業票の比重が大きい東北地方の選挙区などで与党候補が相次ぎ敗北。このため、農家などの懸念を取り除くＴＰＰ対策の取りまとめも急務となる。（2016/08/03-20:17）
安定重視で守りの布陣＝内閣改造
　安倍晋三首相は３日の自民党役員人事で、党の要となる幹事長にベテランの二階俊博氏を据えた。内閣改造では、麻生太郎副総理兼財務相や菅義偉官房長官ら屋台骨を残しつつ、約半数を入れ替えて、閣僚ポストを切望する各派閥に配慮も見せた。政権の安定を重視した「守りの布陣」と言え、新鮮味に乏しいことは否めない。
【閣僚名簿】第３次安倍再改造内閣（2016年8月3日）
　首相は３日の記者会見で、二階氏ら新執行部に関し、「百戦錬磨の政治家だ。果敢にチャレンジを続けるための盤石の体制を築くことができた」と強調。麻生氏については「引き続きアベノミクスのエンジンとしての役割を担ってもらいたい」と語った。
　人事の出発点は、谷垣禎一氏が自転車事故で入院したため幹事長交代を余儀なくされたことだ。谷垣氏は総裁経験者として、党内の重しとなっていた。「党内のパワーバランスが変わる」（閣僚経験者）との見方も出る中、首相は党内外ににらみの利く二階氏に党運営を託した。
　麻生、菅両氏は２０１２年の政権復帰以降、首相を支え続ける政権の中核。消費税増税をめぐって両氏の間に隙間風が吹いたこともあり、いずれかを閣外に出して不安材料をつくる選択肢は首相になかった。
　初入閣は８人で、このうち女性はゼロ。待望の入閣を果たした「待機組」は各派閥に散らばっており、特定の派閥への偏りを避けたことがうかがえる。
　石破茂前地方創生担当相が閣外へ去ったことは、首相の誤算と言えそうだ。石破氏は「ポスト安倍」をにらんで対立軸を形成する構えで、谷垣氏が執行部を離れたことと併せ、「安倍１強」に変化が生じる可能性もありそうだ。（2016/08/03-19:27）
閣僚横顔＝第３次安倍再改造内閣
◇不満抑えて首相支える＝副総理兼財務　麻生太郎氏（留任）
【閣僚名簿】第３次安倍再改造内閣（2016年8月3日）
　首相経験者にして安倍晋三首相の盟友ながら、消費税増税をめぐってはたびたび意見を異にしてきた。６月の増税再延期に至る過程では、「衆院を解散して信を問うべきだ」と進言したものの、首相に聞き入れられず、３時間に及んで説得された末に矛を収めた。祖父は吉田茂元首相。イタリア製の帽子を愛用するなどファッションにこだわりを持ち、海外メディアから「ギャングスタイル」と評されたことも。マンガやアニメなどの大衆文化に造詣が深い。７５歳。（麻生派）
　◇首相側近の保守派論客＝総務　高市早苗氏（留任）
　安倍晋三首相の下で、女性初の自民党政調会長など要職を歴任した側近の一人。毎年の終戦記念日と春秋の例大祭に靖国神社参拝を欠かさず、自主憲法制定の必要性を唱えるなど、党内きっての保守派論客の一人に数えられる。今年２月には、政治的公平性を定める放送法に違反した放送事業者に対し、電波停止を命じる可能性に言及、言論界や野党の厳しい批判を招いた。議員立法に熱心に取り組む生真面目さの一方、「調整力に欠ける」との評もつきまとう。５５歳。（無派閥）
　◇官僚出身のゼネラリスト＝法務　金田勝年氏
　故竹下登元首相の勧めで、旧大蔵省主計官を経て１９９５年の参院選で政界入り。２００７年に落選、衆院くら替え後には大病を患うなど挫折や苦労を重ねたが、その都度復活を遂げた。財政以外にも農林水産や厚生労働行政、外交から国対まで幅広い分野をこなすゼネラリスト。第２次安倍政権では長く衆院予算委員会理事を務め、野党との折衝に当たった。真面目で誠実な人柄だが、官僚や秘書には厳しく接する面も。プロテニスプレーヤーの錦織圭選手の大ファン。６６歳。（額賀派）
　◇堅実なハト派＝外務　岸田文雄氏（留任）
　慰安婦問題をめぐる日韓合意やオバマ米大統領の広島訪問に道筋を付け、堅実な仕事ぶりが評価されての留任。党三役入りを期待していた岸田派内では落胆の声も漏れた。当選同期の安倍晋三首相に忠実に仕え、昨年の党総裁選では、派閥名誉会長の古賀誠元幹事長の意に反し、首相の無投票再選支持で派内をまとめた。ハト派を自任し、憲法９条の改正は「当面考えない」との立場。発言は慎重で、空中を見上げながら答弁書をそらんじ、「面白みがない」との評も。５９歳。（岸田派）
　◇温厚篤実な文教族＝文部科学　松野博一氏
　民間企業から松下政経塾を経て、２０００年衆院選で初当選。文部科学副大臣や文科委員長を歴任した文教族で、新科目「公共」の導入に関する党内論議や国立公文書館の移設場所選定で中心的な役割を果たした。国対や議院運営委員会で下積みも経験し、満を持しての初入閣だ。座右の銘は故松下幸之助氏の口癖だった「素直」。温厚篤実な性格で知られるが、「パフォーマンスが苦手で地味」との評も。息抜きは、高校のソフトボール部で活躍する長女の応援。５３歳。（細田派）
　◇難題に挑む首相の盟友＝厚生労働　塩崎恭久氏（留任）
　公的年金の運用損が５兆円を超えた問題で野党の厳しい追及を乗り切り、難題山積の厚生労働行政を引き続き担うことになった。安倍晋三首相の盟友の一人で、官房長官に起用された第１次政権では実力を伴わない「お友達内閣」の筆頭格と批判を浴びたが、手堅い仕事ぶりで汚名を返上しつつある。ハーバード大院留学で磨いた英語を駆使し、米国に豊富な人脈を築く。日銀出身で政調会長代理を務めた政策通だが、厚労省内からは「発信力に欠ける」との不満も。６５歳。（無派閥）
　◇首相と石破氏のパイプ役＝農林水産　山本有二氏
　「ポスト安倍」を狙い閣外に出た石破茂氏の側近であり、同氏率いる「水月会」の幹部。一方で安倍晋三首相とも座禅仲間で親しく、首相と石破氏をつなぐパイプ的な存在だ。２００６年の党総裁選では、安倍氏を支持する「再チャレンジ支援議員連盟」の会長を務め、勝利に貢献。第１次安倍内閣では金融担当相として初入閣した。弁護士出身で明るい性格。高知県議を経て、１９９０年に国政入りした。６４歳。（石破派）
　◇「見せ方」得意な首相側近＝経済産業　世耕弘成氏
　安倍晋三首相の側近。第１次政権で首相補佐官、第２次政権発足以降は官房副長官として、内政・外交両面で首相を支えた。ＮＴＴ報道担当課長の経験からメディア戦略を得意とし、政権の「見せ方」で手腕を発揮。５月の主要国首脳会議（伊勢志摩サミット）では、世界経済をめぐり首相が「リーマン・ショック前に似ている」と発言したと、実際とは異なる説明を行い、物議を醸した。副長官（政務）在任は歴代最長。妻は民進党前参院議員の林久美子さん。５３歳。（細田派）
　◇建設省ＯＢの政策通＝国土交通　石井啓一氏（留任）
　旧建設省出身で、約５年間にわたり党政調会長を務めた政策通。昨年１０月の就任以降は、傾斜マンション問題や長野県でのスキーバス事故などで原因究明や再発防止に忙殺されたが、堅実な仕事ぶりは役所内でも評価されている。ただ、安倍晋三首相と太いパイプを持っていた前任の太田昭宏氏と比べると、存在感はいまひとつで、党内からは「もっと大きく動いてもいいのではないか」との声も漏れる。将来の党代表候補とも言われているだけに、発信力が今後の課題となりそうだ。５８歳。（公明）
　◇気さくな首相同期生＝環境　山本公一氏
　愛媛県議から１９９３年の衆院選で国政入り。一貫して環境政策に取り組み、党調査会長として温室効果ガス削減目標の提言を取りまとめた。当選同期の安倍晋三首相とは一定の距離感があり、昨年の自民党総裁選では、首相の無投票再選阻止を目指した野田聖子元総務会長を支援した。温和で気さくな人柄だが、「野心に欠ける」との指摘も。座右の銘は、正しいことを恐れず実行することを意味する「履正不畏（りせいふい）」。孫と過ごす時間が息抜きだ。６８歳。（谷垣グループ）
　◇負けん気強い保守論客＝防衛　稲田朋美氏
　靖国神社を節目ごとに参拝し、極東国際軍事裁判（東京裁判）に疑義を呈するなど保守色が極めて強い。安倍晋三首相から将来のリーダー候補の一人として重用され、行政改革担当相や党政調会長を歴任。党内に抵抗のあった公務員制度改革や農協改革に尻込みせずに取り組んだ。弁護士出身の論客で負けん気が強く、街頭演説やテレビ討論でたびたび野党側を挑発。防衛相として冷静に行動できるか注目される。地元・福井産の眼鏡と網タイツを愛用する。５７歳。（細田派）
　◇内閣支える屋台骨＝官房長官　菅義偉氏（留任）
　第２次安倍内閣で官房長官に就任以来、屋台骨として政権を支えてきた。今年７月に在職期間が歴代最長を更新。危機管理には絶対の自信を持つが、バングラデシュで邦人を巻き込んだテロ事件が起きた際、参院選応援で東京を離れていたため、野党の批判を招いた。秋田県の農家出身のたたき上げで、議員秘書、横浜市議を経て国政に進出した。政府・自民党にくまなくにらみを利かせる半面、気配りを怠らない「人たらし」の一面も。下戸で大の甘党。６７歳。（無派閥）
　◇旧国鉄出身の硬骨漢＝復興　今村雅弘氏
　旧国鉄、ＪＲ九州を経て１９９６年の衆院選で政界入り。得心がいかなければ執行部にも反旗を翻す硬骨漢だ。２００５年、当時の小泉純一郎首相が推進した郵政民営化法の採決では、自民党の方針に逆らって反対。直後の衆院選では党が送り込んだ刺客候補を下したものの、離党の憂き目に。安倍晋三首相との関係は良好で、第１次安倍政権の０６年末に復党を果たした。超党派の演歌議連幹事長を務めるカラオケ好きで、十八番は郷ひろみの「２億４千万の瞳」。６９歳。（二階派）
　◇麻生氏側近の「カメラマン」＝公安・防災　松本純氏
　麻生太郎副総理兼財務相の側近で、どこへ行くときもカメラを持参することで知られる。カメラ歴は半世紀を超えており、８歳の時には選挙演説中の岸信介首相を撮影した写真を本人に送り、返礼で「明るく清く正しく強く」という自筆の色紙を贈られたのが政治との出会いだった。どんな仕事にも全力投球を信条としており、調整力には定評がある。多くの党務を任され、「困った時の純ちゃん」（ベテラン議員）の異名も。薬剤師の資格を持つ。６６歳。（麻生派）
　◇二階氏に近い政策通＝沖縄・北方　鶴保庸介氏
　旧自由党から１９９８年の参院選に出馬し、初当選。その後、同じ和歌山県選出の二階俊博幹事長と行動を共にし、２００３年にそろって自民党入りした。野田聖子元総務会長はかつてのパートナーで、郵政民営化に反対して離党した野田氏の選挙応援のため、当時の二階グループを退会しようとしたことも。政審会長として参院選の「合区」解消に向け、憲法改正を急ぐよう主張してきた。参院議員の間では政策通として知られるが、閣僚としての手腕は未知数。４９歳。（二階派）
　◇「頼りなさ」拭えるか＝経済再生　石原伸晃氏（留任）
　財政規律重視派ながら、不祥事で閣僚を辞任した甘利明氏の後釜としてアベノミクス推進役に起用され、持論を封印して景気浮揚に力を注ぐ。石原慎太郎元東京都知事の長男で、経済政策全般に精通した「政策新人類」として若手時代から首相候補と目されてきたが、２００８年と１２年の自民党総裁選では涙をのんだ。党都連会長として指揮した先の都知事選では推薦候補が大敗し、指導力に疑問符が付いた。「頼りないリーダー」との評価を拭えるかが課題だ。５９歳。（石原派）
　◇２代続く安倍側近＝１億・働き方　加藤勝信氏（留任）
　第２次安倍政権発足以降、官房副長官として安倍晋三首相を支えてきた側近の一人。昨年９月、首相が「１億総活躍社会」の実現を掲げると、実務能力を買われて担当相に抜てきされ、工程表の取りまとめに尽力した。旧大蔵省出身。故加藤六月元農林水産相の女婿となり、政界入りした。岳父も首相の父・故晋太郎氏の側近で、２代続けて安倍家とは関係が深い。娘４人の父親で、夏恒例の家族旅行は楽しみの一つ。健康を気遣い１０階の大臣室まで毎日、階段を使う。６０歳。（額賀派）
　◇アベノミクス立案に寄与＝地方創生　山本幸三氏
　一貫して安倍晋三首相の経済政策「アベノミクス」を支持してきた功績が評価され初入閣を果たした。野党時代に経験した東日本大震災では、日銀による国債購入で復興財源を賄うべきだと主張。当時無役だった首相を会長とする議員連盟を発足させ、アベノミクス立案に一役買った。毎年、ワシントンを訪れ米要人とパイプを保つ国際派で、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のイエレン議長とは旧知の仲。旧大蔵省出身。首相の政権運営に批判的な古賀誠元幹事長に近い。６７歳。（岸田派）
　◇環境相時に失言も＝五輪　丸川珠代氏
　「女性活躍」を掲げる安倍政権の目玉の一人として昨年、環境相として初入閣。今年２月には講演で、東京電力福島第１原発周辺地域の除染基準を「何の科学的根拠もなく時の環境相が決めた」と述べ、後に撤回した。野党時代には「愚か者めが」など挑発的なやじが話題になった。安倍晋三首相の政治理念に共鳴し、２００７年にテレビ朝日を退社して政界入り。翌年に自民党の大塚拓衆院議員と結婚し、１児の母となった。好きな言葉は「感謝」「我が道を行く」。４５歳。（細田派）（2016/08/03-15:45）
ナンバー２は塩崎厚労相＝国会席次
　第３次安倍再改造内閣の衆参両院本会議場の閣僚席（ひな壇）席次が３日、決まった。議員席から見て中央にある演壇の左側に安倍晋三首相が座り、ナンバー２とされる演壇右側には新たに塩崎恭久厚生労働相が座ることになった。
　首相の左隣には引き続き麻生太郎副総理兼財務相、次いで石原伸晃経済再生担当相、菅義偉官房長官が順に並ぶ。ひな壇の左端に稲田朋美防衛相、右端には丸川珠代五輪担当相が着席する。
　首相官邸の閣僚応接室の席次はこれまで通り、ナンバー２の位置とされる首相の左隣に麻生氏、右隣に石原氏が座る。麻生氏の左隣には新たに岸田文雄外相、石原氏の右隣には石井啓一国土交通相が並ぶ。　（2016/08/03-19:19）
安倍首相会見要旨＝内閣改造
　安倍晋三首相の記者会見要旨は次の通り。
　【基本方針】
　最優先課題は経済だ。未来への投資を大胆に行う２０１６年度第２次補正予算案を秋の臨時国会に提出する。飽くなきチャレンジを続けていく、いわば「未来チャレンジ内閣」だ。
　【働き方改革】
　最大のチャレンジは働き方改革だ。同一労働同一賃金を実現し、非正規という言葉をこの国から一掃する。「働き方改革実現会議」を開催し、年度内を目途に具体的な実行計画を取りまとめる。同一労働同一賃金の実現は年内をめどにガイドラインを策定し、その後、早期に関連法案を提出する。
　【憲法改正】
　自分の任期中に果たしていきたいと考えるのは当然だが、そう簡単なことではないのは事実だ。政治の現実において一歩一歩進んでいくことが求められている。憲法審査会の中で、所属政党にかかわらず、政局のことを考えず議論を深めてもらいたい。
　【総裁任期延長】
　課題が山積しており、その仕事を果たしていくことに全力を尽くしたい。任期の延長は全く考えていない。
　【東京五輪】
　次の開催国として４年後に向けたウオーミングアップをいよいよ本格化する。必ず成功させる、その決意を世界に示すために、リオデジャネイロ五輪の閉会式に出席したい。政府としても東京都、都民と力を合わせ、全力で取り組んでいきたい。都知事選で示された民意をしっかりと自民党においてもかみしめないといけない。
　【給付型奨学金】
　来年度予算編成で実現できるよう、具体的な検討を早急に進めてもらう。
　【石破茂氏】
　今後も党にあって協力してもらえると確信している。（2016/08/03-21:22）
「１億活躍」実現目指す＝初閣議で基本方針－再改造内閣


初閣議に臨む安倍晋三首相（中央）ら＝３日午後、首相官邸
　政府は再改造内閣発足後の３日夜の初閣議で、政策課題として（1）東日本大震災と熊本地震からの復興加速（2）「１億総活躍社会」の実現（3）世界の中心で輝く日本－の３項目を掲げ、「内閣の総力を挙げる」との基本方針を決定した。安倍晋三首相は「内閣一丸となって『未来への責任』を果たしていく」とする談話を出した。
　また、首相不在時の臨時代理の順位を、（1）麻生太郎副総理兼財務相（2）菅義偉官房長官（3）石原伸晃経済再生担当相（4）岸田文雄外相（5）塩崎恭久厚生労働相－と決めた。（2016/08/03-21:11）
内閣改造・閣僚会見
◇死刑やむを得ない
　金田勝年法相　（犯罪の謀議に加わる行為を処罰する）共謀罪は、国際社会と協調してテロなどの組織犯罪と闘うために重要な課題だ。その一方で、法整備を進めるためには慎重に検討していく必要がある。死刑制度の存廃については、国民世論に十分配慮しつつ、社会正義の実現という観点から、慎重に検討しなければならない。しかし、その罪責が著しく重大な凶悪犯罪には、死刑を科すこともやむを得ないと考えており、死刑を廃止することは適当ではない。
◇北方領土解決へ交渉
　岸田文雄外相　年内に日中韓外相会談と首脳会談を主催する予定。日ロ関係もプーチン大統領の適切な時期の訪日を実現すべく調整を行っている。政治的な対話を積み重ねながら北方四島の帰属問題を解決すべく粘り強く交渉を行っていく。北朝鮮によるさらなる挑発行動が行われる可能性は否定できない。わが国の平和と安全確保に万全を期す。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱問題への対応など課題は山積している。着実に外交成果を積み上げていく。
◇教育機会を守る
　松野博一文部科学相　教育費負担の軽減によって、教育機会の確立を目指す。給付型奨学金をはじめ、さまざまな経済環境の中で育った児童生徒がその環境によって機会を奪われることがないよう施策を進めたい。未来の日本の繁栄と安全を引っ張る原動力は科学技術だ。人工知能（ＡＩ）、バイオテクノロジー（生命工学）をはじめ、国際競争力で世界に勝てるよう環境を整備する。文化庁の京都への移転は、予算や制度設計（の課題）もあるので段階的に取り組みたい。
◇夢のある農政に
　山本有二農林水産相　農林水産業はかなりの輸出競争力を秘めている。「夢のある農政」に携わりたい。農水省がもう少し農家に手を差し伸べれば成長産業としてさらに飛躍できるので、しっかりやっていく。農薬や肥料など生産資材の価格引き下げに関しては、農家が持続的、安定的に経営できるかどうかが問題だ。生産現場の不安などさまざまな指摘を踏まえて、慎重に検討したい。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）については、今秋の臨時国会で承認を求めたい。
◇成長戦略の切り込み隊長に
　世耕弘成経済産業相　東京電力福島第１原発の事故対応と福島県の再生に取り組む。「成長戦略の切り込み隊長となれ」「アベノミクスを世界に売り込め」という首相の期待にしっかり応える。官房副長官として担当した（大企業と）下請けの取引の適正化、ロシアへの８項目の経済協力プランに引き続き取り組みたい。日本と欧州連合の経済連携協定（ＥＰＡ）交渉は年内妥結を目指す。（九州電力川内原発の停止を訴える）鹿児島県の三反園訓知事にはまず考えを伺い、その上で適切に対応したい。
◇原発被災地の復興に全力
　山本公一環境相　東京電力福島第１原発事故に伴う除染や除染で出た汚染土の中間貯蔵施設の整備など被災地の復興の他、国内外の地球温暖化対策の推進に全力で取り組む。福島の復興に関しては、環境相が被災者の気持ちになるのが一番大事だ。中間貯蔵施設の用地取得が進まない問題でも、地元とよく相談しながらできるだけ加速化し、一刻も早く光を見いだしていきたい。
◇米韓と協力強化
　稲田朋美防衛相　約２５万人の自衛隊員とともに、わが国と世界の平和と安定に貢献したい。３日、北朝鮮が弾道ミサイルを発射した。わが国の安全保障上、大変脅威だ。北朝鮮は核実験、ミサイル発射を相次いで行っている。断じて許すことはできない。日本を取り巻く安全保障環境はますます厳しい。日米同盟関係を強化し、戦略的な利益を共有する韓国との関係を強化し、情報共有することが重要だ。必要最小限度の自衛権行使を考えれば、現時点で核保有を検討すべきではない。
◇現場主義を徹底
　今村雅弘復興相　２０１５年度から５カ年の復興・創生期間が始まった。地震、津波被災地の復興の総仕上げに向け着実に取り組むとともに、福島の本格的な復興に向けた取り組みを一層加速させる。現場主義を徹底し、被災者に寄り添い、司令塔の役割を果たしつつ、被災地の復興に全力を尽くす決意だ。情報発信やイベント開催を通じ、震災の風化を防ぎ、風評を払拭（ふっしょく）する。岩手、宮城では水産業など産業再生の速度を上げる。福島では除染の問題に思い切った進め方で取り組む。
◇五輪見据え、テロ対策に万全
　松本純国家公安委員長　刑法犯認知件数や交通事故死者数は減少傾向にあり一定の改善がみられる一方、厳しさを増す国際テロ情勢やサイバー空間の脅威など諸課題に直面している。２０２０年の東京五輪・パラリンピック開催を見据え、水際対策、警戒警備、テロ対処能力の強化などに務め、テロ対策に万全を期す。首都直下型地震や南海トラフ地震が懸念される中、強じんな国造りは喫緊の課題。地域計画の策定支援、民間の取り組み促進を行い、オールジャパンで進める。
◇沖縄振興に全力
　鶴保庸介沖縄・北方担当相　目指さなければならないことは第一に沖縄県の振興だ。さまざまな歴史的経緯はあるにせよ、県民の生活、暮らしを一刻も早くより良いものにすることを最大の目的にしたい。沖縄の基地負担の軽減のため、県民の思いを受け止めて最善を尽くす。近々、沖縄へ行き、（翁長雄志知事との）対話の機会を持たせていただきたい。北方領土問題については、国民世論を啓発し、国民一丸となって取り組んでいくという態度が重要だと認識している。
◇ＴＰＰ法案、米選挙前に目星
　石原伸晃経済再生担当相　経済財政政策の司令塔として政策を総動員したい。アベノミクスを再加速するため構造改革をさらに強めていく。中長期的に潜在成長率を高めなければ経済再生も財政再建も実現しない。経済対策を着実に実行し、人への投資を含む未来への投資を加速していく。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）をさらなる成長と地方経済の活性化につなげるため臨時国会で仕上げることが非常に重要。（１１月の米大統領選後の）「レームダック（死に体）セッション」の議会前に、日本で法案が通る目星を付けたい。
◇働き方改革は最大の挑戦
　加藤勝信１億総活躍・働き方改革担当相　「ニッポン１億総活躍プラン」を具体的に実現していくための段階に入った。１億総活躍に向けて最大のチャレンジが働き方改革だ。多様な働き方を可能にするとともに、中間層の厚みを増しつつ、格差の固定化を回避していく。成長と分配の好循環を実現していくため、働き方改革に重点を置いて進めていきたい。同一労働同一賃金（の実現）や長時間労働の是正、高齢者の就労機会の提供やテレワークなど柔軟な働き方の推進について検討を行っていく。
◇「岩盤規制」に風穴
　山本幸三地方創生・行政改革担当相　「岩盤規制」に風穴を開け、地方の活力向上につなげたい。国の総合戦略に盛り込まれた政策パッケージと個別策を推進し、地方創生の深化に取り組む。行政事業レビューを通じ、国の全ての事業の見直しと、その予算への反映を徹底し、行政の無駄を排除する。規制改革は成長戦略の中核であり、「新３本の矢」でも重要な役割を担う。さらなる改革の実現に向け、規制改革会議の後継組織を早急に設置し、切れ目なく取り組む。
◇五輪予算見直しで連携
　丸川珠代五輪担当相　２０２０年東京五輪に向け、サイバー空間を含む安全・安心を実現し、東日本大震災からの復興を遂げた被災地を世界に見てもらいたい。パラリンピックを通じて「心のバリアフリー」を実現したい。開催費用負担の見直しでは大会組織委員会、東京都との連携が重要だ。大事なのは都が主導的な役割を果たすことだ。それぞれ五輪を成功させるという一つの目標に向かって進んでいるので、都や組織委の間でうまく連携が図れるような存在として仕事をしたい。（2016/08/04-00:31）
靖国参拝「適切に判断」＝稲田防衛相


初閣議を終え、記者会見する稲田朋美防衛相＝３日午後、首相官邸
　稲田朋美防衛相は３日夜の記者会見で、終戦記念日の８月１５日に合わせて靖国神社を参拝するかどうかについて、「この問題は心の問題だ。行くとか行かないとか言うべきではない。安倍内閣の一員として、適切に判断して行動したい」と述べた。
　稲田氏は行政改革担当相在任中、終戦記念日などの節目に靖国神社を参拝している。（2016/08/03-22:53）
稲田さん「職責の重み痛感」＝丸川さんは笑顔－女性閣僚会見
　「職責の重みを痛感」「五輪成功に万全を期す」。第３次安倍再改造内閣の「目玉」閣僚は３日夜の就任記者会見で、それぞれ思いを語った。
　「大変光栄に感じるとともに、職責の重みを痛感している」。女性で２人目となる防衛相に起用された稲田朋美さんは白のスーツ姿で登場し、硬い表情で心境を述べた。「日本を取り巻く安全保障環境は日増しに厳しくなっている」。北朝鮮の弾道ミサイル発射に触れ、「断じて許すことはできない」と語気を強めた。
　過去に雑誌のインタビューで「日本も核保有を検討すべきだ」と発言していた点を問われ、一瞬返答に詰まる場面も。「将来の状況にもよるが、現時点で検討すべきとは考えていない」と否定した。
　新閣僚の呼び込みで首相官邸に入る際は、富士山をイメージしたというドレスを着用。「防衛を女性に身近に感じてもらうことも重要」「責任ある仕事を任されて感謝している。緊張感でいっぱいだ」と記者団に話した。
　環境相から五輪担当相に横滑りした丸川珠代さんも白のスーツ姿で会見に臨み、「２０２０年の東京五輪・パラリンピックの確実な成功に万全を期したい」と決意を語った。終止落ち着いた様子で、小池百合子東京都知事との連携について問われると、「東京大会成功のために私ができることは何でもしたい」と笑顔で応じた。（2016/08/03-23:30）
任期延長、年内にも結論と二階自民幹事長＝岸田氏「気の早い話」
　自民党の二階俊博幹事長は３日、安倍晋三首相の党総裁任期の延長について、年内にも結論を出すのが望ましいとの見解を明らかにした。「政治スケジュールとしてはそれくらいのテンポだ。この問題はずっと引っ張ってやる問題ではない」と記者団に述べた。二階氏は任期延長を検討する機関を党内に設ける意向を示している。
　一方、「ポスト安倍」候補の一人と目される岸田文雄外相は同日の記者会見で「（総裁再選から）まだ１年もたっていない段階で、３年間の任期のさらに先の話をするのは、ずいぶん気の早い話ではないか」と述べ、現段階で議論するのは時期尚早との認識を示した。（2016/08/03-22:33）
原発抜きでは「極めて困難」＝温室ガス削減目標達成－山本環境相
　山本公一環境相は３日の就任記者会見で、地球温暖化対策を進める上での電源構成（ベストミックス）について「原子力発電抜きで、２０３０年までに（１３年比で）温室効果ガスを２６％削減する目標を達成するのは極めて困難」と述べ、原発の再稼働などを進める政府方針を堅持する考えを示した。
　環境相はまた、大量の温室ガス排出を伴う石炭火力発電の新設計画の条件付き容認方針も基本的に踏襲する意向も表明。一方で「（環境影響評価法に基づき）石炭火力への抑制的な思いをにじませたい」とも述べた。
　政府は３０年のベストミックスとして、原発の比率を２０～２２％、石炭火力を２６％、再生可能エネルギー２２～２４％とすることを決めている。（2016/08/04-00:35）
９日にも福島第１視察＝世耕経産相
　世耕弘成経済産業相は３日の就任会見で、東京電力福島第１原発について「訪問して周辺市町村の状況をしっかり確認したい」と述べ、９日にも視察する考えを表明した。廃炉対策などに関しては「一義的には東電が責任を持ち行うのが大原則だが、国も前面に立つ」と強調した。
　東電が政府に資金支援を求める意向である廃炉費用に関し、東電が２兆円を自力で確保する計画に触れ、「直ちに不足が生じて廃炉作業に支障が生じることはない」と語った。原発の新増設や建て替えは「現時点では想定していない」と明言した。（2016/08/04-00:17）
再改造内閣が本格始動へ＝五輪相ら事務引き継ぎ
　第３次安倍再改造内閣は発足から一夜明けた４日、本格始動する。安倍晋三首相は引き続き経済最優先で政権運営に当たる考えで、総合経済対策を柱とする２０１６年度第２次補正予算編成や、同一労働同一賃金の実現に向けた働き方改革の実行計画策定が当面の重要課題となる。
　丸川珠代五輪担当相は４日午前、前任の遠藤利明氏から内閣府で事務の引き継ぎを受ける。この後、リオデジャネイロ五輪開会式に出席するため、羽田空港から現地に向けて出発する。世耕弘成経済産業相、山本有二農林水産相らもそれぞれ引き継ぎに臨む。
　女性として２人目となった稲田朋美防衛相は同日午後、防衛省に初登庁し、儀仗（ぎじょう）隊による栄誉礼を受ける。
　今村雅弘復興相は、東日本大震災と東京電力福島第１原発事故に見舞われた福島県を訪れ、内堀雅雄知事と県庁で会談。政府として復興の加速に全力を挙げる考えを伝える。（2016/08/04-05:08）
民間投資誘発を期待＝リニア開業前倒し－石井国交相
　石井啓一国土交通相は３日、内閣改造での再任後の記者会見で、政府の経済対策にリニア中央新幹線の全線開業前倒しが盛り込まれたことについて「名古屋から大阪までの区間の着手が早まるので、沿線の民間投資を誘発する効果に期待している」と強調した。
　また石井氏は、安倍晋三首相から再任に当たり「国土強靱（きょうじん）化の取り組みを進め、地域経済の発展の呼び水とするようにと指示があった」と明らかにした。首相からは「特にリニア中央新幹線など地方を結ぶ交通網を積極的に整備し、『地方創生回廊』を造りあげるように」とも指示されたという。（2016/08/03-22:55）
安倍首相、小池都知事と会談へ＝東京五輪へ連携確認
　安倍晋三首相は４日午前、東京都の小池百合子知事と首相官邸で会談する。首相が小池氏と会うのは都知事就任後、初めて。２０２０年東京五輪・パラリンピックの成功に向け、政府と都が連携していくことを確認する見通しだ。
　会談は、小池氏が就任あいさつのため申し入れた。小池氏は先の都知事選で自民党推薦候補を破っており、党都連には根強い反発があるが、首相は小池都政と協調していく考え。３日の記者会見でも、都知事選について「示された民意をしっかりとかみしめないといけない」と結果を尊重する意向を示していた。（2016/08/04-05:07）
民需主導の成長実現が課題＝「脱デフレ」は楽観できず－内閣改造
　第３次安倍再改造内閣にとって、日本をいかに民需主導の成長軌道に乗せ、デフレから脱却するかが経済政策運営の最大の課題となる。安倍晋三首相は３日の記者会見で「政府・日銀が一体となり、あらゆる政策を総動員して全力でデフレ脱却に取り組む」と強調したが、世界経済の減速懸念や円高が続く中で先行きは楽観できない。原発再稼働や財政健全化などの難題も山積している。
　政府は先に決定した２８兆円の経済対策で「アベノミクス」を再加速する方針。「２１世紀型のインフラ整備」に６．２兆円の財政資金を投入し、リニア中央新幹線の開業時期を大幅に前倒しすることなどを目玉に据えた。ただ、対策は公共事業頼みの色彩が濃く、民需主導による本格的な景気回復につなげる道筋は描けていない。
　地方経済に影響が大きい農林水産分野では、輸出１兆円の目標実現に向け、年内に輸出インフラ整備のプログラムを策定する。生産者の競争力向上のため、諸外国に比べて割高とされる農薬や肥料、農機具の価格を引き下げることも必要だ。
　国内産業全体の競争力に影響する電力分野では、発電コストが割安とされる原発の再稼働が大きな課題。鹿児島県の三反園訓知事は近く、国内で唯一稼働している九州電力川内原発（鹿児島県）の一時停止を求める考え。いったん再稼働した関西電力高浜原発３、４号機（福井県）も大津地裁の仮処分決定で運転差し止めを命じられるなど、再稼働は政府の思惑通りに進んでいない。
　国の財政悪化も深刻だ。政策経費を借金に頼らず税収などでどれだけ賄えるかを示す基礎的財政収支は、日本経済が名目３％の高成長を続ける前提でも、現状のままでは２０２０年度に５．５兆円の赤字となる見通し。同年度の黒字化という目標の達成には、１９年１０月に消費税率を１０％に引き上げた上、厳しい歳出削減を行うことが不可欠。これ以上景気対策を続ける余地はない。
　一方で、原油価格の下落に加え個人消費が伸び悩むなど、景気の足を引っ張るデフレ圧力は依然根強い。政府・日銀は二人三脚でデフレ退治に挑むが、これまでの大規模緩和で「金融政策は限界に近づいている」（明治安田生命保険の小玉祐一チーフエコノミスト）との指摘もある。超低金利の下で、国の借金に依存した景気てこ入れが繰り返される可能性もある。（2016/08/03-20:57）
「継続的な復興支援を」＝新内閣発足で被災者－基地問題に懸念も
　第３次安倍再改造内閣が発足した３日、復興途上にある東日本大震災や熊本地震の被災地の住民は、継続的な支援を強く求めた。米軍移設問題を抱える沖縄県では、政府が強硬姿勢を強めるのではないかと懸念する声も上がった。
　福島県飯舘村で、東京電力福島第１原発事故の避難指示が来年３月に解除される地区に住む須藤浪男さん（８５）は「自宅周辺に置かれた除染廃棄物が帰還を妨げる障害の一つ。早く移してほしい」と話す。一方、帰還困難区域の同村長泥地区に自宅がある高橋初子さん（７０）は「他の地区がみんな帰る中、長泥は構ってくれない。除染や生活環境整備のめどを早く立ててほしい」と訴えた。
　熊本地震では、現在も約３０００人が避難生活を続ける。熊本市の総合体育館に避難している田中誠道さん（７４）は「新内閣には今後の災害への備えをしてほしい。最近は熊本への注目度が下がっているが、継続的な経済支援を」と望んだ。
　要介護の母親（７５）と生活する同市の松尾英昭さん（５２）は、地震前から求職活動をしているが、地震後は一層仕事を見つけるのが難しくなったという。松尾さんは「年金を減らす政策や消費増税をしないでほしい」と語った。
　米軍普天間飛行場（宜野湾市）の移設をめぐって政府と対立状態にある沖縄県。浦添市に住む主婦（７４）は稲田朋美防衛相などを念頭に「右寄りの政権になる」と指摘。「首相の一声で動く内閣だ。沖縄はもっと虐げられる」と懸念した。
　沖縄市の建設業男性（６６）は、辺野古移設は「仕方がない」との立場だが、日米地位協定改定や基地負担軽減など「米国に対してきちんとものを言ってほしい」と注文した。（2016/08/03-20:24）
野党、秋の国会へ対決姿勢＝稲田防衛相を標的に－内閣改造
　第３次安倍再改造内閣の発足を受け、民進、共産など主要野党は３日、「破綻が明白なアベノミクスをさらに進める態勢」と対決姿勢を鮮明にした。総合経済対策を盛り込んだ２０１６年度第２次補正予算案や環太平洋連携協定（ＴＰＰ）承認案と関連法案が審議される秋の臨時国会で追及を強める。保守色の強い稲田朋美防衛相を標的とするとともに、初入閣の８人に対しても攻勢をかける構えだ。
　民進党の岡田克也代表は党代議士会で「次の国会は非常に重要だ。しっかり準備してほしい」と呼び掛けた。福山哲郎幹事長代理は記者団に「（内閣の）骨格が変わらないから、『アベノミクスは国民生活を豊かにしていない』という民進党のスタンスも変わらない」と強調した。
　山尾志桜里政調会長は、憲法９条改正が持論の稲田防衛相について「（日米関係は）『血の同盟』という言葉を使う安倍晋三首相と似た国家観を持っている」と記者団に指摘。国会審議で安全保障観や歴史認識をただしていく考えを示した。
　共産党の小池晃書記局長は記者会見で「安倍政権の基本路線を引き継ぐ暴走継続内閣だ」と批判。稲田氏に関しても「憲法９条を変えて国防軍を創設すると明確に主張している人物を防衛相に置いたことに政権の危険な性格が表れている」と指摘した。
　生活の党の小沢一郎代表は談話で「首相のお友達だけの閉鎖的な自己満足集団となっている」と酷評。社民党の又市征治幹事長も「政権の暴走を止めるため全力で対決する」との談話を出した。　
　一方、政権との協調を視野に入れるおおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は府庁で記者団に「骨格は変わっていないので、安定的な政権運営がなされるだろう」と好意的な見方を示した。（2016/08/03-20:18）
近隣外交で成果目指す＝北方領土、打開へ正念場－内閣改造
　安倍晋三首相は、岸田文雄外相を留任させ、近隣アジア諸国との間で山積する懸案に引き続き取り組む。対中国では東・南シナ海をめぐる緊張の緩和、対韓国では慰安婦問題に関する合意の着実な履行などで成果を目指す。また、今秋以降のロシアとの首脳対話で、北方領土問題を打開できるかどうか正念場を迎える。
　首相は年内に、日中韓３カ国の首脳会談を日本で主催。核実験やミサイル発射で挑発を続ける北朝鮮への対応や、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱決定で不透明感を増す世界経済の安定化などで協力を強化したい考えだ。
　ただ、日中２国間では海洋問題をめぐる対立が解けず、偶発的衝突を防ぐ海空連絡メカニズムの早期運用が喫緊の課題。首相は９月上旬に中国で習近平国家主席と会談し、進展を図りたい考え。親中派の二階俊博自民党幹事長のパイプも生かし、日中の戦略的互恵関係の強化を目指す。
　日韓合意に基づき、韓国が設立した元慰安婦支援の財団をめぐっては、日本が拠出する１０億円の使い道などで調整が残る。日本大使館前の少女像撤去も見通しは立っていない。一方、日韓の情報共有に向けた軍事情報包括保護協定（ＧＳＯＭＩＡ）の締結交渉も進んでおらず、韓国内に「強硬右派」と警戒する声のある稲田朋美防衛相の就任で停滞する可能性がある。
　対ロ外交で首相は、９月に極東ウラジオストク、年内に自身の地元山口県でプーチン大統領と相次いで会談し、領土問題の前進を狙う。５月に提示した経済協力プランをてこにしたい考えだが、領土をめぐるロシアの強硬姿勢を崩すのは容易ではなさそうだ。
　日米間では、１１月の選挙を経て来年１月に就任する新大統領と盤石な同盟関係構築を目指す。ただ、民主党のクリントン候補が同盟強化を鮮明にする一方、共和党のトランプ候補は米軍駐留経費の日本負担の大幅増などを公約しており、結果次第で日本は厳しい対応を迫られる。
　日米両政府は、米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移設の推進で一致しているが、移設阻止を掲げる沖縄県と法廷闘争が続く見通しで、工事再開は不透明だ。
　南スーダンで陸上自衛隊が展開する国連平和維持活動（ＰＫＯ）をめぐり、政府は安全保障関連法に基づき「駆け付け警護」の新任務を年内にも付与することを検討する。ただ、現地の治安情勢は悪化しており、慎重な判断が必要となる。（2016/08/03-20:09）
安倍首相、リオ閉会式出席を表明＝２０年五輪、東京都と協力〔五輪〕
　安倍晋三首相は３日の記者会見で、２１日のリオデジャネイロ五輪閉会式に出席すると正式に表明した。首相は２０２０年東京五輪・パラリンピックを念頭に、「次の開催国として４年後に向けたウオーミングアップをいよいよ本格化する」と強調。その上で、「必ず成功させる、その決意を世界に示す」と述べた。
　東京五輪に関し、首相は「政府としても東京都、都民と力を合わせ、全力で取り組んでいきたい」と述べ、先の都知事選で自民党推薦候補を破った小池百合子都知事と協力する意向を示した。選挙結果については「示された民意をしっかりと自民党においてもかみしめないといけない」と語った。　（2016/08/03-20:07）
今後の主な政治日程
　８月　５日　リオデジャネイロ五輪（２１日まで）
　　　　８日　天皇陛下が生前退位に関し「お気持ち」表明？
　　　１５日　終戦記念日
　　　２７日　第６回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）（ケニア、２８日まで）
　９月　２日　安倍晋三首相がロシア訪問（３日まで）
　　　　４日　２０カ国・地域（Ｇ２０）首脳会議（中国、５日まで）
　　　　６日　東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）関連首脳会議（ラオス、８日まで）
　　　１３日　臨時国会召集（見通し）
　　　１５日　民進党代表選
　　　　下旬　国連総会
１０月２３日　衆院東京１０区、福岡６区補選
１１月１９日　アジア太平洋経済協力会議（ＡＰＥＣ）首脳会議（ペルー、２０日まで）
　　　　年内　プーチン・ロシア大統領来日？（2016/08/03-17:10）
沖縄の民意尊重を＝翁長知事
　沖縄県の翁長雄志知事は３日、第３次安倍再改造内閣発足を受けてコメントを発表し、「沖縄の民意を尊重し、辺野古新基地建設問題の解決や日米地位協定の抜本的見直しに向け取り組んでほしい」と訴えた。
　沖縄担当相に就任した鶴保庸介氏に対しては「沖縄の自立的発展や豊かな県民生活の実現に向け、お力添えを頂けると期待している」と表明。菅義偉官房長官には「沖縄の基地負担軽減を真に進めるべく尽力を賜りたい」と求めた。　（2016/08/03-18:46）
内閣改造・識者談話
◇憲法改正、この２年が勝負
　政治評論家の有馬晴海さんの話　次の参院選と消費税増税が約３年後、衆院選と自民党総裁選は約２年後で、政局が訪れない期間が２年間生まれる。憲法を改正するならば、この２年が勝負だ。安倍首相は改正の絶好の機会だと捉え、そのためにアベノミクスの成功で国民の支持を得る必要があると考えているだろう。信頼できる閣僚を留任させて仕事をしてもらう一方、お試しで新閣僚を８人入れ、待機組など党内の不満に一定の配慮を見せた。改憲を目前にアベノミクスを加速させる「アクセル踏み込み内閣」と言える。
◇いよいよ踏み出した
　漫画家の黒鉄ヒロシさんの話　目玉は稲田朋美防衛相だ。主要閣僚が代わらず、盤石な安定路線と見る人もいるようだが、むしろ踏み出した印象がある。閣僚の靖国参拝に中国の反発が続いている。また、中国は近いうちに尖閣諸島に近づき、日本を試すかもしれない。こうした事態に稲田氏は強気の姿勢を示すだろう。他国の干渉を押し返す稲田氏の防衛相への起用は、戦後、アジアで弱腰外交を続けてきた日本が変わるチャンスになり得る。（2016/08/03-21:43）
経済再生へ指導力期待＝改造内閣に注文－経済界
　経団連の榊原定征会長は３日、第３次安倍再改造内閣の陣容が決まったことを受け、「日本経済の再生と世界経済の持続的成長に向けリーダーシップを発揮してほしい」と、今後の政策運営に期待を表明する談話を発表した。榊原会長は「政権の政策遂行に全面的に協力する」とし、経済界として政府とともに日本経済の成長力強化に取り組む姿勢を強調した。
　日本商工会議所の三村明夫会頭は「地方創生の着実な実行とともに、中小・中堅企業の活力強化に不退転の覚悟で臨むことが必要だ」と指摘した。経済同友会の小林喜光代表幹事は「政権基盤がより安定した今こそ、財政健全化や税と社会保障の一体改革などを遂行してほしい」と注文。日本経済を底上げするため、中長期的な課題にもしっかり対処する必要性を訴えた。（2016/08/03-16:54）
再改造内閣と協力深化＝靖国参拝は慎重対応を－米国務省
　【ワシントン時事】米国務省のトナー副報道官は３日の記者会見で、第３次安倍再改造内閣の発足を受け、「われわれは地域・世界の多岐にわたる課題をめぐり、日本政府との緊密な協力を維持し、深化するために取り組んでいくつもりだ。協調的な努力を強化していきたい」と語った。
　中韓両国内に懸念がある稲田朋美氏の防衛相就任については「日本の内政だ」とコメントを避けた。ただ、稲田氏が任期中の靖国神社参拝の可能性を排除していないことに関しては「癒やしや和解を促進するようなやり方で歴史問題に臨むことの重要性を引き続き強調する」と述べ、慎重に対応すべきだという立場を示した。　（2016/08/04-06:32）
稲田防衛相を警戒＝「安倍首相の右翼側近」－中国
　【北京時事】第３次安倍再改造内閣で防衛相に就いた稲田朋美氏について、中国メディアは靖国神社を参拝してきたことなどを取り上げ、警戒感を隠さない。日中関係は先月に首脳会談が行われ、対話ムードも出てきているが、楽観できない状況が続きそうだ。
　３日付の中国共産党機関紙・人民日報系の環球時報は「安倍晋三首相の右翼の側近女性」との見出しを掲げ、「稲田氏は侵略戦争の責任と東京裁判を否定し、南京大虐殺はなかったと主張している」と紹介。国営中央テレビも稲田氏の歴史認識を説明した上で、「日本の防衛政策は一層右傾化する」と伝えた。　
　中国外務省は、時事通信の取材に「日本の内政について論評しない」と回答するにとどめたが、外交筋によると、中国当局は稲田氏の入閣を懸念してきた。稲田氏の言動次第で、中国側が強く反発することも考えられる。（2016/08/03-18:11）
「右派路線強化」と懸念＝稲田氏、松野氏に警戒－韓国メディア
　【ソウル時事】韓国メディアは３日、第３次安倍再改造内閣について「文部科学相と防衛相に強硬右派抜てき」（聯合ニュース）などと報じ、「右派路線を強化」（毎日経済新聞電子版）と懸念を示した。
　毎日経済新聞は「最も目を引くのは、稲田朋美防衛相と松野博一文部科学相だ」と指摘。「稲田氏は日本の戦争責任を否定する発言をしてきた代表的保守・右派で、稲田、松野両氏とも慰安婦問題で強制性を否定している」と解説した。
　京郷新聞電子版は、松野氏に関し「河野談話や村山談話を見直すべきだという立場を表明し、安倍政権の歴史修正主義の流れをけん引してきた人物」と紹介。「今後、日本の歴史教育が後退する可能性が指摘されている」と伝えた。　（2016/08/03-18:50）
蓮舫氏、５日にも出馬表明＝若手に玉木氏擁立の動き－民進代表選
　民進党の蓮舫代表代行は９月の党代表選に出馬する意向を固めた。５日にも記者会見して表明する。関係者が３日明らかにした。高い知名度から次期衆院選で「党の顔」になるとの期待があり、有力候補となるのは確実。これに対し、一部の若手議員から対抗馬として、玉木雄一郎国対副委員長を推す動きが出てきた。
〔写真特集〕蓮舫氏～タレントから大臣、そして？～
　蓮舫氏は３日、同様に出馬を模索していた保守系の細野豪志元環境相の事務所を訪ねて会談し、共産党との共闘の在り方などをめぐり意見交換。この後、記者団に「（方向性は）おおむね一致した」と語った。細野氏も記者団に「共産党とは一定の距離が必要だという話をした。（蓮舫氏と）一定の接点はあった」と説明し、蓮舫氏支援に回る可能性に言及した。
　蓮舫氏を推すのは、同氏が所属する野田佳彦前首相のグループと現執行部メンバー。今後、他のグループへの働き掛けを強める方針だ。ただ、現執行部が推していることには反発もあり、３日に開かれた大畠章宏元経済産業相のグループの会合では「幹部の一新も必要」との意見が相次いだ。
　玉木氏ら２００９年衆院選初当選の議員約１０人は３日、衆院議員会館に集まり、「無投票で代表選を終わらせるべきではない」との認識で一致した。参加者の１人は、若手論客として知られる玉木氏について「党再生をアピールできる」と指摘。ただ、立候補に必要な２０人の推薦人確保のめどは立っていない。
　玉木氏はこの後、野党共闘に批判的な保守系の統一候補として出馬を目指している前原誠司元外相と会談。支援を求めたが、結論は出なかった。玉木氏は蓮舫氏とも会い、代表選について意見を交わした。　
　同日発足した維新系グループの共同代表に就いた江田憲司代表代行は、蓮舫、前原両氏や既に出馬の意欲を表明した長島昭久元防衛副大臣と個別に会談し、グループとしての対応を決める方針だ。（2016/08/04-00:16）
